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明
治
六
年
七
月
宮
城
県
参
事
宮
城
時
亮
が
正
五
位
陸
奥
宗
光
（
大
蔵
少

輔
）
に
差
し
出
し
た
書
状
写
し
で
、
そ
の
概
要
は
「
先
の
会
議
上
京
中
に
、

陸
羽
近
県
地
方
開
発
の
方
策
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
、
道
路
運
輸
の
便

を
良
く
し
た
い
が
、
各
県
に
経
費
を
分
散
す
る
と
僅
か
で
効
果
が
小
さ
い
こ

と
か
ら
、
一
カ
所
に
ま
と
め
て
下
附
さ
れ
れ
ば
効
果
的
で
あ
る
と
申
し
上
げ

た
と
こ
ろ
で
す
。
県
に
戻
り
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
当
県
の
石
巻
港
は
北
上
川

が
流
れ
、
盛
岡
ま
で
六
十
里
の
便
利
な
舟
運
が
あ
る
が
、
惜
し
い
こ
と
に
河

口
が
浅
く
大
型
船
が
入
る
こ
と
が
で
き
な
く
、
港
の
発
展
が
な
く
お
の
ず
と

流
域
の
産
業
も
発
展
し
な
い
の
で
あ
る
。
河
口
を
汽
船
な
ど
大
型
船
が
自
由

に
入
港
、
繋
泊
で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
陸
羽
地
方
の
産
業
振
興
の
基
礎
と

な
る
。
ま
た
万
石
浦
の
浦
宿
濱
と
鷲
神
濱
の
間
を
掘
削
し
て
船
舶
を
通
せ
ば

金
華
山
と
黒
崎
の
危
険
海
域
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
岩
手
水
沢
は
も
ち

ろ
ん
山
形
磐
前
福
島
県
も
海
運
の
便
宜
を
得
て
発
展
す
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
陸
羽
地
方
開
発
が
急
務
で
あ
る
今
、
特
別
の
下
附
金
で
こ
の
偉
業
を

挙
げ
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
も
の
で
石
巻
港
の

整
備
を
訴
え
た
。
そ
の
後
も
地
方
官
会
議
等
で
政
府
に
要
望
し
て
い
る
。

こ
の
経
過
を
経
て
「
明
治
八
年
内
務
卿
大
久
保
利
通
が
巡
幸
の
事
前
調
査

で
石
巻
を
訪
れ
、
港
口
の
険
悪
さ
を
見
て
「
北
上
川
天
然
水
運
の
便
利
も
そ

の
効
を
果
た
し
て
い
な
い
」
と
嘆
き
、
土
木
局
長
石
井
省
一
郎
に
改
良
の
検

討
を
命
じ
て
、
明
治
十
一
年
四
月
野
蒜
築
港
決
定
」
（
統
管
土
木
取
調
明
治

十
四
年
内
務
省
土
木
局
）
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
宮
城
県
権
令
宮
城
時
亮
は
、
こ
の
文
書
写
し
に
メ
モ
で
明
治
九
年
六

月
天
皇
巡
幸
の
先
発
と
し
て
石
巻
を
訪
れ
る
内
務
卿
大
久
保
利
通
に
、
こ
の

文
書
の
趣
旨
を
説
明
す
る
よ
う
渡
邊
参
事
に
命
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
土
木

局
長
石
井
省
一
郎
が
改
良
の
検
討
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
後
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。 

収
蔵
資
料
紹
介

―
野野野
蒜蒜蒜
築築築
港港港
ののの
契契契
機機機
― ――

――



 

 
柴田郡絵図(明治４年) 

シュク 
郡内の道路経路や宿（旅人を泊めたり馬などを交換

できるところ）と宿の間の距離等が描かれている。

遠田郡北浦外４ヶ村(明治５～６年) 
五ヶ村のすべての屋敷に番号を付したもので３５２まである。各村に

「御高札」（掲示場）が見える。 

 

明
治
の
は
じ
め 
新
し
い
土
地
税
制
な
ど

の
た
め
、
県
は
各
村
に
土
地
を
調
査
し
絵
図
面

の
作
成
を
命
じ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
絵
図
面
に
は
、
現
在
で
は
忘
れ
つ

つ
あ
る
山
川
や
街
道
の
道
筋
な
ど
が
描
か
れ

て
お
り
ま
す
。 

 
  

  

絵絵
図図
でで
見見
るる
明明
治治
のの
村村  

 

特
別
展
か
ら 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
治
期
に
お
け
る
私
た
ち
の
先
祖
は
ど
ん

な
街
（
村
）
に
住
ん
で
い
た
の
か
。 

今
回
、
宮
城
県
公
文
書
館
で
は
特
別
展
と
し

て
、
一
三
〇
年
前
の
私
た
ち
の
地
域
の
姿
を
ふ

り
か
え
る
た
め
、
収
蔵
絵
図
約
一
，
五
〇
〇
点

の
中
か
ら
、
明
治
期
の
県
内
各
地
の
様
子
が
描

か
れ
た
絵
図
二
十
九
点
を
展
示
し
て
お
り
ま

す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 展 示 資 料 ■  
展 示 絵 図 展 示 絵 図 展 示 絵 図 
郡 名 絵 図 名 作 成 時 期 郡 名 絵 図 名 作 成 時 期 郡 名 絵 図 名 作 成 時 期 

白石本郷(白石市) 明治６～９年 小泉村(若林区南小泉) 明治５～７年 鳴子村(鳴子町) 明治２～５年(推定)

越河村(白石市) 明治８年 苦竹村(宮城野区苦竹) 明治５～９年 
玉造郡 

温泉村(鳴子町) 明治３０～４０年 刈田郡 

刈田・伊具・亘理・宇田４郡 明治４～９年 市名坂村 (泉区市名坂) 明治５年 遠田郡 北浦外４ヶ村(小牛田町) 明治５～６年 

本郷(村田町) 明治６～９年 根白石村(泉区根白石) 明治３８年 金成村(金成町) 明治１５年 
柴田郡 

柴田郡絵図 明治４年 七北田村(泉区七北田) 明治５年 
栗原郡 

栗原郡絵図 明治２～５年(推定)

伊具郡 角田本郷(角田市) 明治６～９年 松島村(松島町) 明治７～８年 登米郡 登米村(登米村) 明治１５年 

湯元村(太白区秋保) 明治６～９年 松島村(松島町) 明治２～５年 門脇村(石巻市) 明治６～９年 

郡山村(太白区郡山) 明治６～９年 

宮城郡 

七ヶ浜村(七ヶ浜町) 明治３９年 
牡鹿郡 

湊村(石巻市) 明治６～９年 名取郡 

大野田村(太白区大野田) 明治６～９年 加美郡 中新田村(加美町) 明治６～９年 
桃生・牡鹿・

本吉郡 
桃生牡鹿本吉三郡図 明治２年 

宮城郡 仙臺町(仙台市街) 明治８年 志田郡 志田郡６４ヶ村図 藩政末(推定)    

 

公
文
書
館
収
蔵
絵
図 

明
治
期
の
各
村
々
の
絵
図
を
中
心

に
約
一
，
五
〇
〇
点
収
蔵
し
て
お
り

ま
す
。 

 
 
 
 
 

 

こ
れ
ら
の
絵
図
は
全
て
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
に
よ
っ
て
閲
覧
い
た
だ
け

ま
す
。 

公
文
書
館
特
別
展 

「
絵
図
で
見
る
明
治
の
村
」  

開
催
期
間 

平
成
十
五

土

 
 
 
 
 

～
六
月
十
五
日(

日)
 

年
四
月
十
二
日(

)
 

開
催
場
所 

宮
城
県
公
文
書
館 

 
 
 
 
 
 
 

三
階 

展
示
室 
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「「絵絵
図図
でで
見見
るる
明明
治治
のの
村村
」」 



■
公
文
書
館
の
仕
事
■ 

■
宮
城
県
の
一
口
知
識
■ 

宮
城
県
公
文
書
館
で
は
、
明
治
期
以
降
の

行
政
文
書
等
約
二
七
，
〇
〇
〇
点
が
収
蔵
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
中
に
は

今
か
ら
一
三
〇
年
ほ
ど
前
の
明
治
初
期
の

文
書
も
あ
り
、
年
月
の
経
過
に
よ
り
、
紙
の

劣
化
・
破
損
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

で
す
。 

こ
の
た
め
、
公
文
書
館
で
は
、
全
資
料
の

劣
化
・
破
損
状
況
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。 紙

の
劣
化
・
破
損
に
は
、
酸
化
に
よ
る
変

色
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
、
特
に 

 
 

虫
食
い
等
に
よ
る
資
料
破
損
は
大
き
な
原

因
の
一
つ
で
す
。 

こ
の
た
め
、
年
に
一
回
、
書
庫
内
の
薫
蒸

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
薫
蒸
と
は
、
紙
に
付

着
し
た
虫
や
そ
れ
ら
の
卵
等
を
薬
品
に
よ

り
駆
除
す
る
こ
と
で
、
薬
を
散
布
後
書
庫
内

を
一
日
密
閉
状
態
に
す
る
こ
と
で
駆
除
を

行
い
ま
す
。 

こ
の
他
に
も
資
料
の
劣
化
を
防
止
す
る

た
め
、
中
性
紙
製
の
箱
に
保
存
す
る
よ
う
に

努
め
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
こ
う
い
っ
た
資
料
の
劣
化
を
防
ぐ

作
業
と
は
別
に
、
資
料
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
化
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

明
治
十
九
年(

一
八
八
六)

七
月
十
九
日

付
け
で
、｢

県
令｣

を
廃
止
し
、
東
京
・
大
阪
・

京
都
の
三
府
と
同
じ
く｢

知
事｣

に
統
一
す

る
と
の
行
政
制
度
の
改
正
が
行
わ
れ
、
こ
の

制
度
の
下
で
初
め
て
宮
城
県
知
事
に
就
任

し
た
の
が
松

平

ま
つ
だ
い
ら

正
直

ま
さ
な
お

で
あ
り
ま
し
た
。 

松
平
正
直
は
、
福
井
藩
出
身
で
、
明
治
政

府
の
民
部
省
、
兵
部
省
、
内
務
省
を
経
て
、

明
治
十
一
年
七
月
に
宮
城
県
権
令
と
し
て

着
任
し
て
以
来
、
県
令
、
さ
ら
に
は
知
事
と

し
て
明
治
二
十
四
年
四
月
ま
で
約
十
四
年

間
に
わ
た
り
在
任
し
て
お
り
ま
し
た
。 

在
任
期
間
中
は
、
交
通
網
の
整
備
、
養
蚕

の
振
興
、
米
の
品
種
改
良
、
教
育
・
文
化
の

振
興
な
ど
に
顕
著
な
業
績
を
残
し
て
お
り
、

そ
の
寛
大
に
し
て
温
厚
な
性
格
と
相
ま
っ

て
、
県
民
か
ら
深
い
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
お

 り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
熊
本
県
に
転
任
す
る

こ
と
と
な
っ
て
離
任
す
る
日
の
仙
台
駅
頭

は
、
惜
別
の
群
衆
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
が
伝
わ
っ
て
お
り
ま
す
。 

「
宮
城
県
」
が
誕
生
し
た
の
は
、
明
治
五

年
一
月
（
現
在
と
同
じ
県
域
に
な
っ
た
の
は

明
治
九
年
八
月
。
）
で
あ
り
、
そ
の
時
点
で

は
、
塩
谷
良
翰

し
お
の
や
よ
し
も
と

が
参
事
と
し
て
、
そ
の
後

は
、
宮
城

み
や
ぎ

時と
き

亮す
け

が
参
事
・
権
令
・
県
令
と

し
て
松
平
正
直
の
前
任
を
務
め
て
い
る
た

め
、
初
代
知
事
は
、
塩
谷
良
翰
と
す
る
の
が

妥
当
で
あ
る
と
い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
が
、

行
政
制
度
の
上
か
ら
は
、
初
め
て
知
事
と
い

う
職
を
務
め
た
こ
と
に
違
い
は
な
く
、
ま

た
、
そ
れ
以
上
に
そ
の
功
績
を
考
え
る
と
、

松
平
正
直
を
初
代
宮
城
県
知
事
と
す
る
の

が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

 

公公公
文文文
書書書
ののの
保保保
存存存   

(( (
公公公
文文文
書書書
ののの
収収収
集集集
・・・保保保
存存存
・・・公公公
開開開
ままま
ででで)) ) 

初初初
代代代
宮宮宮
城城城
県県県
知知知
事事事  

松松松
平平平

正正正
直直直   

 
薫蒸の様子 

 
中性紙製保存箱による保管 

写
真
①
；
宮
城
県
知
事
と
い
う
職
名
が 

使
わ
れ
始
め
た
当
時
の
文
書 

写
真
②
；
松
平
と
い
う
決
裁
印 

（
白
抜
き
の
朱
印
）
が
押
さ
れ
た
文
書



 貴貴貴
重
文
書
展   

「「
明明明
治治治
初初初
期期期
ののの
県県県
政政政
」」」
ををを
開開開
催催催

重重
文文
書書
展展

「
 

平
成
十
五
年
一
月
六
日
か
ら
三
月
二
十

八
日
ま
で
県
庁
十
八
階
広
報
展
示
室
に
お

い
て
、
貴
重
文
書
展
「
明
治
初
期
の
県
政
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
の
展
示
会
で
は
、
様
々
な
地
方
制
度
が

定
め
ら
れ
、
県
政
に
と
っ
て
も
激
動
の
時
代

で
あ
っ
た
明
治
初
期
の
公
文
書
を
中
心
に

展
示
を
行
い
、
当
時
の
時
代
背
景
・
人
々
の

生
活
の
様
子
を
探
り
ま
し
た
。 

連
日
小
中
学
生
を
含
め
、
多
数
ご
来
場
い

た
だ
き
、
三
ヶ
月
間
で
四
，
〇
〇
〇
名
を
越

え
る
入
場
者
を
数
え
ま
し
た
。 

 

宮
城
県
公
文
書
館
で
は
「
年
度
別
・
分
野

別
閲
覧
台
帳
」
の
ほ
か
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
「
公
文
書
館
資
料
検
索
シ
ス

テ
ム
」
を
閲
覧
窓
口
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

「
公
文
書
館
資
料
検
索
シ
ス
テ
ム
」
で
は
、

約
二
七
，
〇
〇
〇
点
の
収
蔵
資
料
キ
ー
ワ
ー

ド
に
よ
る
検
索
の
ほ
か
、
年
度
別
・
分
野
別

の
資
料
検
索
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
他
「
宮
城
県
文
書
検
索
シ
ス

テ
ム
」
に
よ
っ
て
も
、
公
文
書
館
収
蔵
資
料

を
含
め
、
宮
城
県
で
作
成
さ
れ
た
公
文
書
の

検
索
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
宮
城
県
文
書
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
公
開
し
て
お
り
ま
す
の

で

 

、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

http://koukai.pref.m
iyagi.jp/bunsyo / 

利
用
案
内   

平
成
十
五
年
六
月
よ
り 

企
画
展 

「「
明明
治治
のの
小小
学学
校校
」」 

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
御
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

利利
用用
案案
内内

開
館
時
間 

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で 

休 

館 

日 

月
曜
日 

国
民
の
祝
日
・
休
日 

（
土
曜
日
・
日
曜 

日
に
当
た
る
日
を
除
く
）

年
末
年
始 

臨
時
休
館
（
特
別
整
理
期
間
等
） 

交
通
の
ご
案
内 

 

○
電
車
の
場
合 

 
 

Ｊ
Ｒ
仙
石
線
榴
ヶ
岡
駅
下
車 

（
徒
歩
７
分
）

○

バ
ス
の
場
合 

 
 

仙
台
市
営
バ
ス
，
宮
城
交
通 

「
第
四
合
同
庁
舎
前
バ
ス
停
」
下
車 

（
徒
歩
３
分
）

資資資
料料料
ののの
検検検
索
ににに
つ
い
て   

つつ
いい
てて

索索

第
三
期
企
画
展
御
案
内   

第第
三三
期期
企企
画画
展展
御御
案案
内内

公
文
書
館
だ
よ
り 

―
第
三
号
―

平
成
十
五
年
五
月
十

日 

発
行 

 

五

宮
城
県
公
文
書
館 

 

編
集
発
行

〒
九
八
三
―
〇
八
五
一 

 

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
榴
ヶ
岡
五 

℡
〇
二
二
―
七
九
一
―
九
三
三
三

 




